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檜
原
村
の
吉
本
昂
二
村

長
、久
保
嶋
光
浩
教
育
長
、

風
穴
研
究
者
、
地
質
学
者

な
ど
15
人
が
参
加
し
た

「
檜
原
風
穴
」
の
視
察
が

８
月
４
日
に
行
わ
れ
た
。

風
穴
内
の
低
温
度
や
吹
き

出
す
冷
風
を
体
感
。
保
存

と
活
用
法
に
思
い
を
巡
ら

せ
た
。

　

風
穴
は
山
腹
な
ど
に
あ

る
冷
風
が
出

る
場
所
。
養

蚕
が
盛
ん
だ

っ
た
時
代
に

蚕
種
（
蚕
の

卵
）
を
貯
蔵

す
る
施
設
と

し
て
全
国
的

に
利
用
さ
れ

た
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る

の
が
富
士
山

の
麓
の
「
富

岳
風
穴
」。

観
光
名
所
と

な
っ
て
お

り
、
総
延
長

２
０
０
㍍
の

見
学
ル
ー
ト
が
あ
り
、
洞

穴
の
奥
に
は
蚕
種
の
貯
蔵

庫
を
再
現
し
て
い
る
。

　

都
内
唯
一
の
「
檜
原
風

穴
」
は
柏
木
野
集
落
近
く

か
ら
数
百
㍍
登
っ
た
山
腹

に
あ
る
。
郷
土
史
家
や
研

究
者
ら
の
調
べ
に
よ
る

と
、
１
号
か
ら
３
号
の
風

穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
き
る
野
の
「
伊
奈
石

の
会
」
の
調
査
で
は
、
１

号
は
崩
壊
が
進
ん
で
い
る

が
、
石
積
み
か
ら
そ
の
規

模
は
推
定
で
き
る
。
２
号

は
１
号
よ
り
少
し
小
さ
い

が
、
２
つ
の
部
屋
に
分
か

れ
て
い
る
。
３
号
は
最
も

大
き
く
、
石
積
み
も
よ
く

残
っ
て
い
る
。
明
治
後
期

に
建
設
さ
れ
大
正
時
代
後

期
く
ら
い
ま
で
稼
動
し
て

い
た
と
推
測
で
き
る
と
い

う
。

　

こ
れ
ま
で
村
議
会
の
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ

都内唯一「檜原風穴」を視察
檜原村長や教育長、吹き出す冷風を体感

柏木野集落にある「檜原風穴」を視察する一行

文
化
、
歴
史
的
価
値
、
観
光
資
源
に
も

　

戦
後
80
年
の
節
目
を
迎

え
た
今
年
、
羽
村
市
が
８

月
17
日
、
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
「
被
爆
樹
木
2

世
」
の
苗
木
を
「
ヒ
ノ
ト

ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
（
羽
村
市

動
物
公
園
）」（
羽
村
市
羽
）

に
植
樹
し
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
付
近
で

行
っ
た
植
樹
式
に
は
橋
本

弘
山
羽
村
市
長
、
富
永
訓

正
羽
村
市
議
会
議
長
ら
が

出
席
し
た
。
長
さ
30
㌢
ほ

ど
の
苗
木
を
同
市
長
ら
が

丁
寧
に
植
樹
し
、
水
を
や

っ
た
。

　
「
被
爆
樹
木
２
世
」
の

植
樹
は
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
の
実
現
を
目

指
し
世
界
中
で
９
０
０
０

「
被
爆
樹
木
2
世
」
ア
オ
ギ
リ
植
樹

戦
後
80
年
　
羽
村
で
平
和
を
願
い

近
い
都
市
が

加
盟
す
る
平

和
首
長
会
議

が
取
り
組
む

事
業
の
１

つ
。
未
来
を

担
う
子
ど
も

た
ち
の
平
和

意
識
の
醸
成

な
ど
を
目
的

と
す
る
。

平和を願い植樹する橋本市長（左）ら

　

植
樹
式
で
橋
本
市
長

は
「
被
爆
ア
オ
ギ
リ
２
世

が
羽
村
の
地
で
大
き
く
育

ち
、
平
和
へ
の
願
い
を
末

永
く
伝
え
て
行
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

ア
オ
ギ
リ
の
親
木
は
、

爆
心
地
か
ら
約
１
３
０
０

㍍
の
距
離
に
あ
る
旧
広
島

逓
信
局
（
広
島
市
）
の
中

庭
で
被
爆
。
被
爆
し
な
が

ら
も
生
き
残
っ
た
樹
木
か

ら
採
取
さ
れ
た
種
子
が
発

芽
し
、
育
っ
た
の
が
２
世

の
苗
木
で
、平
和
の
象
徴
、

生
命
の
尊
さ
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
日
本
各
地
で
植

樹
さ
れ
て
い
る
。

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

令和7年9月の営業

お越

令令
昼のお食事

午前11時～午後3時（受付）
夜のお食事

午後5時～午後7時（受付）
午後9時閉店

昼のみ営業　１日、８日、22日、29日

9月の休み
 23日を除く毎週火曜日、水曜日、4日

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）付）

午後9時閉店

営業時間

9月の休み
23日を除く毎週火曜日、水曜日、4日

夜の部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日前までのご予約制とさせていただきます。

あきる野市小川633
☎042‐559‐8080

ジか
い。

業

9月の休み
23日を除く毎週火曜日、水曜日、4日23日を除く毎週火曜日、水曜日、4日

夜夜の部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日前までのご予約制とさせていただきます。

ああききるる野野市市小小川川663333
☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎044444422‐55555555999999‐808808808808808808808808808000000

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）

午後9時閉店

営業時間

あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129

た
こ
と
も
あ
り
、
村
は
自

然
を
生
か
し
た
歴
史
・
文

化
的
施
設
と
し
て
、
一
定

の
価
値
を
認
め
て
い
る
。

た
だ
、
私
有
地
の
た
め
文

化
財
指
定
な
ど
の
際
に
は

所
有
者
の
承
諾
が
必
要
に

な
る
と
い
う
。

的
価
値
も
あ
り
、
観
光
資

源
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
可
能
性
を
探
り
た
い
」

と
関
心
を
示
し
た
。

の
良
い
も
の
を
届
け
ら
れ

る
の
が
都
市
農
業
の
魅

力
。「
生
産
力
を
高
め
る

た
め
に
効
率
化
、
機
械
化

が
徹
底
で
き
る
か
が
勝

負
。
鮮
度
が
大
事
な
枝
豆

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
都
民

の
食
卓
に
届
け
、
よ
り
多

く
の
人
に
感
動
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
の
が
夢
で
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
、
農
業
の
幅
を
広

げ
た
い
」
と
前
を
向
く
。

◆
情
報
提
供
は
０
９
０

（
８
４
６
０
）
９
６
８
８

　

視
察
当
日
は
、
外
気
温

が
35
℃
の
猛
暑
の
中
、
風

穴
内
は
８
℃
だ
っ
た
。
吉

本
村
長
は
「
文
化
、
歴
史

　

青
梅
市
今

井
で
「
Ｂ
Ｌ

Ｕ
Ｍ
Ｅ 

Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｍ
（
ブ

ル
ー
メ
フ
ァ

ー
ム
）」
を

営
む
磯
田
茉

莉
夫
さ
ん
は
４
月
に
就
農

し
た
ば
か
り
。
６
反
の
農

地
で
枝
豆
を
中
心
に
野
菜

を
栽
培
。
６
月
に
初
め
て

出
荷
し
た
。
今
後
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
落
花
生
の
栽

培
に
も
力
を
入
れ
て
い
く

と
い
う
。

　

世
田
谷
で
生
ま
れ
、
小

学
生
時
代
は
三
重
県
伊
賀

市
で
育
っ
た
。
学
校
行
事

で
農
業
体
験
が
あ
り
、
そ

の
時
の
里
山
の
原
風
景
は

忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な

っ
た
。

　

前
職
は
外
国
人
材
関
係

の
仕
事
。
コ
ロ
ナ
禍
を
き

っ
か
け
に
将
来
を
考
え
た

際
、
自
然
を
相
手
に
し
た

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

た
。
２
０
２
３
年
４
月
か

ら
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

も
青
梅
市
を
訪
れ
る
う
ち

に
自
然
の
豊
か
さ
と
人
々

の
暮
ら
し
が
融
合
し
た
と

こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
、
就

農
先
を
青
梅
に
決
め
た
。

　

収
穫
し
た
枝
豆
を
直
売

セ
ン
タ
ー
等
に
出
荷
し
、

「
す
ご
く
お
い
し
い
」
と

の
声
を
直
に
聞
い
た
と

き
、
都
市
農
業
な
ら
で
は

の
手
応
え
を
感
じ
た
。
一

方
で
生
産
能
力
を
高
め
る

た
め
効
率
を
上
げ
る
な
ど

課
題
も
見
え
た
。

　

大
消
費
地
に
近
く
鮮
度

で
２
年
間
学
ん
だ
。
趣
味

の
ア
ウ
ト
ド
ア
等
で
何
度

鮮度の良いものを都民の食卓へ

収穫した枝豆を抱えた磯田さん

4 月に就農、枝豆を初出荷

青梅市の磯田茉莉夫さん


